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平成１９年度 障害者雇用施策関係予算案の主要事項

厚 生 労 働 省

職 業 安 定 局 障害者雇用対策課

職業能力開発局 能 力 開 発 課

平成１９年度予定額 13,882( 13,770)百万円

［施策の概要］

障害者の社会参加が進展し、就業に対する意欲も高まる中で、障害者が職業生活におい

て自立することを促進するため、雇用率達成指導の厳正な実施、きめ細かな職業相談・職

業紹介、各種の雇用支援策の効果的な活用等により、障害者の雇用機会の拡大を図ってい

く必要がある。

また、障害者自立支援法の施行等を踏まえ、福祉施策との連携強化、さらには教育施策

との連携強化など、積極的に他の分野との連携を図っていくとともに、精神障害、発達障

害等、障害の特性に応じたきめ細かな支援を充実していくことが必要となっている。

このため、平成19年度においては、①雇用・福祉・教育の連携による就労支援の強化、

②障害の特性に応じた支援策の充実・強化、③中小企業による雇用促進の取組への支援、

④障害者に対する職業能力開発の充実により、障害者の雇用・就業機会の拡大を図ること

とする。

Ⅰ 雇用・福祉・教育の連携による就労支援の強化

１ 関係機関のチーム支援による、福祉的就労から一般雇用への移行の促進（新規）

［予定額 71（ 0）百万円］

（ 地域障害者就労支援事業」のスキームの全国展開）「

ハローワークを中心に福祉等の関係者からなる「障害者就労支援チーム」による、就

職の準備段階から職場定着までの一貫した支援を全国展開する。

また、障害者が就労支援について適切なサービスを選択できるよう、障害者の就労サ

ービスワンストップ相談窓口をハローワークに設置する（４７安定所 。）

２ 障害者就業・生活支援センター事業の拡充

［予定額 1,242（1,028）百万円］

雇用、保健、福祉、教育等の地域の関係機関のネットワークを形成し、障害者の身近

な地域において就業面及び生活面における一体的な相談・支援を行う「障害者就業・生

活支援センター」の設置箇所数を拡充する。

（設置箇所数 １１０センター → １３５センター）
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３ 養護学校等の生徒とその親の、一般雇用や雇用支援策に関する理解の促進

［予定額 55（ 26）百万円］

（ 障害者就労支援基盤整備事業」の拡充）「

養護学校等と連携し、生徒及びその親を対象に、一般雇用や雇用支援策に関する理解

の促進を図るセミナー、事業所見学会、職場実習のための面接会を実施し、養護学校等

の生徒の就職促進を図る。

福祉施設に対しては、１８年度に引き続き、就労支援セミナーを実施する等により、

企業ノウハウを活用した福祉施設における就労支援の強化を図る。

４ 福祉施設の人材を活用したジョブコーチ支援の充実

［障害者雇用納付金事業］

福祉施設の職員が行うジョブコーチ支援について、障害者雇用納付金制度に基づく助

成金の支給を行うことにより、福祉施設のノウハウを生かした効果的な職場適応援助を

推進する。

５ 障害者試行雇用事業の拡充

［予定額 902（ 900）百万円］

事業主に障害者雇用のきっかけを提供するとともに、障害者に実践的な能力を取得さ

せて常用雇用へ移行するため、短期間の試行雇用を実施して、障害者雇用を推進する。

（対象者数 ６，０００人 → ８，０００人）

Ⅱ 障害の特性に応じた支援策の充実・強化

１ 「若年コミュニケーション能力要支援者就職プログラム」の実施（新規）

［予定額 89（ 0）百万円］

＊事業の一部は （独）高齢・障害者雇用支援機構 交付金事業として実施。、

ハローワークにおいて、発達障害等の要因によりコミュニケーション能力に困難を抱

えている求職者について、その希望や特性に応じた専門支援機関に誘導するとともに、

障害者向けの専門支援を希望しない者については、専門的な相談・支援を実施する。

また、専門支援機関である地域障害者職業センター及び発達障害者支援センターにお

いて、発達障害者に対する就労支援の機能を強化し、適切な支援を実施する。

（就職チューターの配置（安定所） ２０人）
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２ 発達障害者の就労支援者育成事業の拡充

［予定額 13（ 8）百万円］

発達障害者の雇用促進を図るため、発達障害者支援センターにおいて、医療・保健福

祉・教育等の関係機関の発達障害者支援関係者に対する就労支援ノウハウの付与のため

の講習、事業主を対象とした雇用管理ノウハウの普及・啓発を図るためのセミナーを実

施するとともに、新たに、発達障害者と支援者による体験交流会を開催する。

（実施箇所数 ４箇所 → ６箇所）

３ 医療機関等との連携による精神障害者の就職支援の実施（新規）

［予定額 47（ 0）百万円］

医療機関等を利用する精神障害者のうち、就職するための準備が十分に整っていない

者に対し ハローワークが医療機関等と連携して 就職活動のノウハウ等を付与する ジ、 、 「

ョブガイダンス」を全国で機動的に実施するとともに、新たに、医療から雇用への移行

を促す就労支援モデルを構築することにより精神障害者の就労を支援する。

（モデル事業の実施箇所 １０安定所）

４ 難病者の雇用管理に関する情報提供の実施（新規）

［ 独）高齢・障害者雇用支援機構 交付金事業］（

平成18年度までの研究成果を踏まえ、疾患別の雇用管理のガイドライン及び関連情報

に関するサイトを作成し、就職活動や就業上の配慮についての情報提供を行う。

５ 障害者団体による障害者の職業自立等啓発事業の実施

［予定額 32（ 32）百万円］

、 、 、身体障害者 知的障害者及び精神障害者について それぞれの当事者団体に委託して

当事者間でのカウンセリングや家族に対する相談・情報提供等の事業を行い、職業的自

立の促進を図る。

Ⅲ 中小企業による雇用促進の取組への支援

１ 中小企業団体による障害者雇用の啓発・推進のためのモデル事業の実施（新規）

［予定額 44（ 0）百万円］

中小企業団体に委託して、障害者雇用に関する啓発セミナー、雇用管理改善等のため

のワークショップの開催、雇用好事例集の作成、相談窓口の設置等を行う（４団体 。）
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２ 中小企業が協働して障害者雇用を推進するモデル事業の実施（新規）

［障害者雇用納付金事業］

地域において、事業協同組合等を活用し、中小企業が協働で仕事を提供し合う形で、

障害者雇用を促進するモデル事業を実施する。

Ⅳ 障害者に対する職業能力開発の推進

１ 一般校を含めた公共職業能力開発施設における障害者職業訓練の推進

［予定額 4,340（4,523）百万円］

障害者の職業能力開発機会の拡充を図るため、より広範な地域において一般の職業能

力開発校を活用して、知的障害者等を対象とした専門訓練コースの設置推進とそのノウ

ハウの普及を図るとともに、発達障害者に対する職業訓練をモデル的に実施する。

２ 地域の障害者支援機関を活用した実践的職業訓練の推進（一部新規）

［予定額 1,487（1,484）百万円］

障害者の態様に応じた多様な委託訓練を拡充するとともに、障害者の就労を支援する

地域の社会福祉法人等が委託先企業を開拓する等企業と連携した実践的職業訓練を推進

するモデル事業を実施する。

（対象者数 ６，３００人 → ６，６００人）

３ 障害者職業能力開発プロモート事業の拡充

［予定額 55（ 26）百万円］

福祉施設、養護学校等の関係機関が一体となって障害者の職業能力開発に取り組む連

携体制の確立や、社会福祉法人等民間機関において職業能力開発を推進する人材の研修

等を政令指定都市において実施する事業を拡充する。

（実施箇所数 ３箇所 → ６箇所）

４ 発達障害者に対する効果的な職業訓練のあり方に関する調査研究

［ 独）雇用・能力開発機構 交付金事業］（

発達障害者の雇用・就業を支援するための職業訓練指導と受講ルートの確立等のあり

方に関して調査研究を行い、発達障害者職業訓練指導ハンドブック等を開発する。
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特別支援学校の生徒とその親の、一般雇用や雇用支援策に関する理解の促進

都道府県労働局が「基盤整備事業」を実施

企 業

企業の求める資質

○ 基本的労働習慣

○ 企業で働くということに対する意識

○ コミュニケーション能力

○ 安定した生活習慣

○ 就労支援セミナー
（特別支援学校の教師、生徒・保護者等を対象として実施）

卒業時点の就職は約２割

特別支援学校における就労支援への期待

○ 生徒の障害の重度・重複化、多様化

特別支援学校における就労支援の課題

～「障害者就労支援基盤整備事業」の拡充～

○ 事業所見学会

○ 職場実習のための事業所面接会
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一般雇用や雇用支援策に関する理解を促進

就職

○ 「障害者就労アドバイザー」による助言
（企業関係者を労働局に登録）

特別支援学校における就労支援の取組を強化

○ 生徒や保護者の一般雇用に対する不安

○ 卒業生の６割が福祉施設に入所

○ 企業の実態を踏まえた就労支援の改善



若年コミュニケーション能力要支援者就職プログラム
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インターネットから

ハローワークや若者向け就職支援機関から
●ハローワークでの相談時に、担当者が就職不調の背景に
障害のあることに気づき、専門支援機関等に適切に誘導。

〔現状〕
● コミュニケーション能力や対人関係に困難を抱えている者は、採用に至ら

なかったり、離転職を繰り返して、ニートやひきこもりになる例も少なくない。

〔対応の方向性〕

●こうした困難を抱える要因の１つとして「発達障害」 である場合がある。

○発達障害であった場合でも、適切な支援を受けることで、就職可能性が拡
大する。

○発達障害ではないが、コミュニケーション能力に問題があるボーダーライン
上の者についても、発達障害者と同様の支援を受けることで、その就職可能
性が拡大する。

ニート等の若年者に対する就職支援と障害者に対する就
労支援の両面から、コミュニケーション能力に困難を抱え
る要支援者向けの総合的な支援システムを創設

①若年者の就職支援を行う機関と障害者の就労支援機関の連
携体制を構築

②発達障害等、様々な要因によりコミュニケーション能力に困難
を抱えている要支援者に対して、自らの特性と支援の必要性に
ついての気づきを促し、適切な支援への誘導を行う。

③発達障害者に対する専門的支援の強化を図ること等により、
要支援者のニーズに応じた適切な相談・支援を実施し、要支援
者の円滑な就職の促進を図る。

●地域若者サポートステーションにおける相談過程において、
専門支援機関等に誘導。

○ ハローワークに就職チューターを配置

○ 発達障害者専門指導監による関係機関の

担当者の相談スキルの向上

●希望に応じて卒業前から専門的な職業相談を実施

自らの特性に気づき専門的な支援サービスの活用方法
等を習得するためのツール（サポートブック（仮称））を開発
し、インターネット上で公開

一般相談窓口での支援

○就職チューターによる職業相談・職場
定着支援

●発達障害に関する就職支援情報・方法を提供



４割
次の段階へ
移行できず

５割
求職登録、職リハへ等へ移行

１割
就職

医療、福祉機関等との連携による精神障害者の雇用への移行支援モデルの構築

求職登録等

　ジョブガイダンス受講後、一定期間経過後も次の段階へ移行していない者を対象に、関係
機関が連携して移行への働きかけを継続して実施することにより、医療から雇用への移行を
促す。

・医療機関が集積している地域で実施
・ハローワークが中心となって、医療機関等、保健所、地域障害者職業センター、福祉事務
所等と連携

・支援内容
　  出張相談（関係者間の信頼関係の醸成）

　　ケース会議（障害特性を踏まえた支援の方向を、関係機関で共有）

　　事業所、訓練機関の見学、体験利用（就労経験の無い（少ない）障害者に具体的なイメージを提供）

　　当事者、経験者の交流会（就職に対する不安感の払拭）

・モデルの検証、地域への普及のためのワークショップ

○医療機関等との連携による精神障害者の就職支援

就職

・運営方法が固定的で、地域のニーズに応じ
た実施が出来ていない
・特定の医療機関等との連携にとどまってい
る

○雇用支援施策による支援
　・トライアル雇用
　・ジョブコーチ支援
　・障害者の態様に応じた多様な委託訓練
　・グループ就労訓練
　・職場適応訓練
　・職業準備訓練
○福祉施策による支援
　・社会適応訓練
　・就労移行支援事業
  ・就労継続支援事業A型
　・就労継続支援事業B型

関係機関の連携により、雇用への移行を促進

・ガイダンス受講者の約4割は求職登録等の
次の段階への移行が出来ず、より手厚い支
援が必要な者であるにもかかわらず、継続し
た支援（フォロー）が実施されていない

課題①:

　
　地域のニーズに応じた機動的な実施が
可能となるよう、実施方法を見直す。

・デイケアを実施している精神科病院、診療
所、保健所等と柔軟に連携
・1回当たり3日程度を標準とし、5～10人で実
施

医療機関等と連携した精神障害者
のジョブガイダンスの機動的実施

現行のジョブガイダンス事業

課題②:

（見直し）

（新たに実施）

地域のニーズに柔軟に対応でき
ていない

4割が次の段階へ移行できないま
ま支援が終了
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